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D
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ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
終
え
て

窪
内
絹
子

　

２
０
１
２
年
１
月
31
日
～
２

月
５
日
ま
で
の
ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ

ン
を
無
事
に
終
え
さ
せ
て
頂
く

事
が
出
来
ま
し
た
。
御
協
力
を
頂

き
ま
し
た
出
品
者
の
先
生
方
、出

演
者
の
皆
様
、総
合
演
出
・
監
修

を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
先
生
方
、

協
会
の
先
生
方
、
芸
術
劇
場
内
・

外
の
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
は
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

深
く
感
謝
致
し
て
居
り
ま
す
。
小

ホ
ー
ル
・
大
ホ
ー
ル
共
、
満
席
と

い
う
盛
会
に
終
え
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
又
、
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ

の
目
も
斬
新
な
企
画
に
好
評
を

得
ま
し
た
。一
重
に
各
担
当
し
て

下
さ
っ
た
先
生
方
の
お
蔭
の
一
言

に
つ
き
る
思
い
で
す
。

　

韓
国
国
立
バ
レ
エ
団
の
来
日

ま
で
に
は
胃
の
中
に
穴
が
５
～

６
個
空
く
様
な
思
い
を
し
ま
し

た
。
事
務
局
担
当
の
先
生
方
に
も

本
当
に
心
か
ら
有
り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

会
を
重
ね
て
も
重
ね
て
も
毎
回

大
き
な
課
題
が
残
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
の
課
題
は
年
々
大
き
な
物

で
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
り
し
ま

す
の
で
、た
く
さ
ん
の
柔
軟
な
知

恵
と
パ
ワ 

ー
が
欲
し
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
新

春
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
な
く
し
ダ
ン

ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
一
本
化
が
決
ま
り

ま
し
た
。
是
非
、
協
会
員
の
先
生

方
の
強
力
な
共
和
と
パ
ワ
フ
ル

な
行
動
力
を
束
結
さ
せ
て
頂
き

企
画
を
進
め
て
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
御

協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目vol.9

」

藤
井
香

　

２
０
１
２
年
2
月
３
・
４
日
、

美
術
家
・
浅
見
俊
哉
さ
ん
と
、若

手
お
よ
び
中
堅
美
術
家
た
ち
に

よ
る
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン「
コ
レ

オ
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
目vol.9

～
青

の
世
界
の
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
、
光
を

紡
ぐ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
～
」
が
、彩

の
国
さ
い
た
ま
芸
術
劇
場
１
階 

情
報
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

情
報
プ
ラ
ザ
中
心
に
あ
る
ガ

ラ
ス
張
り
の
吹
き
抜
け
は
、
屋

内
外
の
光
を
複
雑
に
反
射
し
て

美
し
く
、
そ
の
空
間
自
体
か
ら

も
テ
ー
マ
が
醸
し
出
さ
れ
ま
す
。

「
光
・
交
わ
り
・
ぽ
っ
か
り
空
い
た

間
」
な
ど
が
、私
に
受
け
取
れ
る

テ
ー
マ
で
し
ょ
う
か
。
舞
台
芸
術

を
観
に
来
る
観
客
は
、演
目
か
ら

だ
け
で
な
く
、建
物
が
所
有
す
る

こ
の
よ
う
な
空
間
か
ら
も
、
知
ら

ず
し
ら
ず
緊
張
の
糸
を
解
さ
れ

て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、こ
の
空
間
を
更
に
際
立

た
せ
た
の
が
浅
見
さ
ん
と
舞
踊

家
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

し
た
。
３
日
「
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と

フ
ォ
ト
グ
ラ
ム〈
青
い
世
界
〉」
で

は
、
ダ
ン
サ
ー
の
等
身
大
ポ
ー
ズ

の
フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
作
品
を
事
前

に
制
作
し
、そ
れ
ら
12
点
を
吹
き

抜
け
円
周
に
吊
し
て
踊
る
、と
い

う
も
の
で
し
た
。
上
演
さ
れ
た
中

で
も「
原
風
景
」と
い
う
ダ
ン
ス
作

品
は
、フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
を
通
し
て

見
え
隠
れ
す
る
様
々
な
記
憶
を

観
客
と
共
に
辿
る
と
い
う
よ
う

な
、儚
く
て
美
し
い
作
品
に
仕
上

が
り
、観
客
を
魅
力
し
て
い
ま
し

た
。

一
方
、
４
日
「
電
飾
ム
ー
ブ
メ
ン

ト
は
何
を
語
る
か
？
」
で
は
、
電

飾
を
体
に
巻
き
つ
け
た
ダ
ン

サ
ー
が
作
品
を
上
演
し
、そ
の
電

飾
の
動
き
を
写
真
に
起
こ
し
て
、

観
客
の
目
の
記
憶
を
辿
る
と
い

う
も
の
で
し
た
。

電
飾
を
付
け
た
ダ
ン
ス
を
観
る

面
白
さ
に
加
え
て
、空
間
と
光
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
美
し
く
、

ま
た
、浅
見
さ
ん
撮
影
の
写
真
作

品
が
、
各
々
の
ダ
ン
ス
作
品
の
本

質
を
捉
え
て
い
る
こ
と
や
、
瞬
間

で
な
く
継
続
し
た
時
間
を
捉
え
て

い
る
と
い
う
こ
と
に
驚
き
を
覚
え

ま
し
た
。

　

異
ジ
ャ
ン
ル
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
同
士
が
様
々
な
実
験
を
試
み
、

人
々
の
心
や
考
え
を
覆
す
よ
う

な
楽
し
い
瞬
間
を
、こ
れ
か
ら
も

作
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
い
い
な
、

と
思
う
２
日
間
で
し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
講
習
会

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ダ
ン
ス
」

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・ミ
シ
ュ
ー
チ
ン

　

埼
玉
県
舞
踊
協
会
の
先
生
方

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

日
本
に
は
ま
だ
馴
染
み
の
な
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
ダ
ン
ス
で
す
が
、

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ
と
同
じ
よ
う

に
歴
史
が
あ
り
基
礎
レ
ッ
ス
ン
で

は
バ
ー
レ
ッ
ス
ン
か
ら
行
い
セ
ン

タ
ー
レ
ッ
ス
ン
に
な
り
ク
ラ
シ
ッ

ク
バ
レ
エ
と
同
じ
で
す
。
日
本
に

は
日
本
舞
踊
が
あ
る
よ
う
に
各

国
に
よ
っ
て
文
化
が
違
え
ば
動

き
も
様
々
で
と
て
も
興
味
深
い

と
思
い
ま
す
。

講
習
会
を
受
け
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
は
初
め
て
に
も
か
か
わ
ら

ず
熱
心
に
耳
を
傾
け
レ
ッ
ス
ン

を
受
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
率

直
な
意
見
と
し
ま
し
て
は
、
他

で
講
習
会
を
行
う
と
20

～
30
人
位
集
ま
り
ま
す

が
今
回
同
じ
日
時
に
ス

テ
ー
ジ
で
公
演
が
行
わ

れ
て
い
た
為
か
参
加
者

が
少
な
く
残
念
に
思
い

ま
し
た
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
ダ
ン
ス
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
き

踊
り
に
役
立
て
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

ス
ペ
シ
ャ
ル
講
習
会

「
ピ
ラ
テ
ィ
ス
」木

山
裕
子

　

ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
ピ
ラ
テ
ィ
ス
講
師
を

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
1
日
目
は
ダ
ン
サ
ー
向

け
、２
日
目
は
一
般
の
方
向
け
に

ピ
ラ
テ
ィ
ス
と
は
何
か
を
感
じ

取
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
基
本

を
中
心
に
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
健
康
な

心
と
体
を
つ
く
る
為
の
数
あ
る

方
法
の
一
つ
で
す
が
、
そ
の
理
論

は
日
常
生
活
か
ら
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
ま
で
通
じ
る
身
体
の
使
い
方
、

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
仕
方
の
基
礎
と

な
る
も
の
で
す
。
短
い
時
間
の
中

で
多
く
の
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
す

る
の
で
は
な
く
、
ピ
ラ
テ
ィ
ス
の

本
質
を
お
伝
え
す
る
事
で
ご
自

分
の
身
体
に
目
を
向
け
て
い
た

だ
く
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
い
う

思
い
で
指
導
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
社
会
に
生
き

る
現
代
人
、ま
た
極
め
て
激
し
い

動
き
を
必
要
と
す
る
ダ
ン
サ
ー

に
お
い
て
も
ピ
ラ
テ
ィ
ス
は
大
切

な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
る
と

思
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
お
元
気

で
快
適
な
毎
日
が
過
ご
せ
る
一

助
に
な
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

企
画
に
際
し
ご
尽
力
く
だ
さ
っ

た
協
会
の
方
々
、
受
講
し
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
に
感
謝
、御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

「
ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
前
夜
祭

　
　
　
　

  

演
出
を
担
当
し
て
」

上
原
尚
美

　

2
月
4
日
（
土
）
本
番
に
向
か

い
、
始
動
し
た
の
は
昨
年
8
月
。

3
月
の
大
震
災
後
、
復
興
の
願

い
と
、
若
い
方
々
の
未
来
へ
向
け

て「
レ
ク
イ
エ
ム
か
ら
未
来
へ
駆

け
る　

翔
け
る　

架
け
る
!!
」
を

作
品
総
タ
イ
ト
ル
に
決

定
。
次
に
生
の
合
唱
と

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
実
現
（
曲

フ
ォ
ー
レ
の
レ
ク
イ
エ

ム
）
と
高
校
ダ
ン
ス
部

の
若
い
パ
ワ
ー
を
求
め

交
渉
、
ご
快
諾
い
た
だ

い
た
。
そ
の
後
、
振
付
依

頼
に
ご
承
諾
い
た
だ
い

た
振
付
家
14
名
と
10
月

2
日（
日
）
第
1
回
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
2
部
構
成

決
定
。
1
部
は
今
を
生

き
る
を
テ
ー
マ
に
作
品

に
し
た
い
曲
を
持
ち
寄

る
こ
と
に
な
っ
た
。
10
月

16
日（
日
）
第
2
回
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
1
部
の
曲

を
8
曲
に
決
定
。
10
月

23
日（
日
）
第
3
回
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
、
作
家
が
14
名
と
多

い
た
め
、
1
部
で
は
作
家
同
士
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
を
作
り
た
い
曲
で
決

定
。
曲
を
聴
い
て
順
番
を
決
定
、

そ
の
後
そ
れ
ぞ
れ
の
1
部
作
品

の
打
合
せ
。
2
部
レ
ク
イ
エ
ム
は

各
振
付
家
に
私
の
独
断
と
偏
見

で
曲
を
割
振
り
、出
入
り
の
指
定

を
し
て
、
自
由
に
振
付
を
し
て
い

た
だ
い
た
。
1
月
8
日（
日
）山
本

教
子
ス
タ
ジ
オ
に
て
下
見
と
練

習
。
1
月
30
日
（
月
）
～
2
月
2

日
（
木
）
劇
場
小
ホ
ー
ル
に
て
連

日
リ
ハ
ー
サ
ル
を
行
っ
て
本
番
に

向
か
っ
た
。

振
付
家
14
名
・
指
揮
者
宮
寺
氏
・

ピ
ア
ニ
ス
ト
・
合
唱
団「
悠
」44
名
・

栄
北
高
校
ダ
ン
ス
部
19
名
が
無

償
で
ご
協
力
く
だ
さ
っ
た
こ
と
。

そ
れ
ぞ
れ
に
本
番
へ
向
か
っ
て

内
容
を
高
め
練
習
を
積
み
重
ね

て
い
っ
た
こ
と
。
最
後
は
そ
れ
ぞ

れ
の
枠
を
超
え
て
大
勢
で
ひ
と

つ
の
舞
台
を
作
り
上
げ
る
こ
と

が
で
き
、
そ
れ
が
一
番
あ
り
が
た

く
、
皆
さ
ん
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
自
分
も
勉
強
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
し
、
出
演
者
、
観

客
の
皆
様
に
明
日
へ
の
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
届
い
た
こ
と
を
信
じ
て

い
ま
す
。

『
ご 

挨 

拶
』

埼
玉
県
舞
踊
協
会
会
長  

藤
井
利
子

　

近
年
の
地
球
温
暖
化
に
よ
る

被
害
、洪
水
・
干
魃
・
巨
大
ハ
リ

ケ
ー
ン
等
の
報
道
に
危
機
感
を

感
じ
る
中
、
東
日
本
大
震
災
が

起
こ
り
、今
も
痛
み
を
抱
え
た
ま

ま
、テ
レ
ビ
に
掲
示
さ
れ
る
地
震

情
報
に
過
敏
な
日
々
が
続
い
て

い
ま
す
。
多
く
の
問
い
を
胸
に
留

め
な
が
ら
、不
安
を
拭
え
な
い
今

の
時
代
に
生
き
て
い
る
私
達
。
大

切
な
事
を
し
っ
か
り
見
据
え
な

が
ら
、
埼
玉
県
舞
踊
協
会
の
未

来
へ
向
け
て
、協
会
員
の
皆
様
と

共
に
、美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
響

か
せ
て
、前
向
き
に
今
年
度
も
歩

い
て
ま
い
り
た
い
と
念
じ
て
お

り
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
て
、彩
の
国
さ
い

た
ま
芸
術
劇
場
を
拠
点
に
、
創

造
す
る
ダ
ン
ス
、
芸
術
鑑
賞
、
美

術
と
ダ
ン
ス
が
織
り
な
す
空
間
、

講
習
・
講
演
会
等
、１
月
30
日
～

２
月
５
日
の
ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ

ン
２
０
１
２
が
終
了
。
３
月
３

日
、４
日
の
第
45
回
バ
レ
エ
・
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

も
無
事
終
了
す
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
現
在
新
年
度
の
総
会
、
第

45
回
埼
玉
全
国
舞
踊
コ
ン
ク
ー

ル
開
催
の
準
備
を
進
め
て
い
る

所
で
す
。
会
員
の
皆
様
に
は
、
個

の
御
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す

と
共
に
、協
会
の
今
後
の
発
展
に

御
尽
力
を
賜
わ
り
た
く
、お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。
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コレオグラファーの目

講演「演出家の目」　　　  講師：齋藤譲一

スペシャル講習会「ピラティス」

スペシャル講習会「キャラクターダンス」

「みなさん、こんにちは！」
舞踊新聞の原稿募集からにげきれずに下手な文章で失礼致
します。
　日頃から身体だけは丈夫な私でしたが、４年くらい前から
手足の震え・小刻みな歩行また、ゆっくりな歩行でも転んで
しまうという人の手を借りないと何も出来ない状態でした。
生きがいとしている舞踊もままならず「どうして私ばかり
…」と嘆く日々でしたが、神様は見捨てずに見守って下さり、
今では自転車で買物・犬の散歩・１人での外出も自由に出来
るようにまでなりました。「世の中にはもっと重い病気の方
がいるのだから…」と励まされ、山のような薬づけからも開
放され、身も心も軽くなり、着実に前へ歩んで行くことが出
来ています。
日々、家族への感謝の気持ちを持ち、健康のありがたさをひ
しひしと感じております。
　今年も「バレエ・モダンダンスフェスティバル」にはじまり、
「スタジオ発表会」「コンクール指導」「草加市文化祭」と多く
の舞台を積み重ね、スタジオ生徒とともに、私の舞踊人生の
歴史を刻んでいきたいと思っております。

井上美代子エ ッセイ

前夜祭「レクイエムから未来へ駆ける  翔ける  架ける !!」 

ダンスセッション2012 撮影（全日）
スタッフ・テス㈱

木下 晃実・小川 智恵子
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催
し
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内

２
０
1
2
年
4
月
〜
10
月

吉
田
久
木
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所

	

第
37
回
発
表
会

◎
４
／
7（
土
） 

15
:

00	

ク
レ
ア
こ
う
の
す

☎
0
4
8（
5
4
1
）0
9
2
6	

吉
田
久
木
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
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由
井
カ
ナ
コ	

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ

	

フ
カ
ヤ
教
室	

発
表
会

◎
4
／
15（
日
） 	

深
谷
市
民
文
化
会
館

☎
0
3（
3
7
2
9
）7
7
4
6	

由
井
カ
ナ
コ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
ミ・ド
ゥ・バ
レ
エ	

ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

◎
4
／
29（
日・祝
） 

	

板
橋
区
文
化
会
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大
ホ
ー
ル

☎
0
3（
5
8
5
0
）5
8
8
4	

峯　

美
保

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ア
キ
コ・カ
ン
ダ	

ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
公
演
２
０
１
２

ア
キ
コ・カ
ン
ダ	

追
悼「
お
も
か
げ
」	

《
有
料
》

◎
6
／
28（
木
） 

19

：

00

◎
6
／
29（
金
） 15
:

00・19
:

00

	

青
山
円
形
劇
場

☎
0
4
8（
6
4
5
）6
5
5
1	

ア
キ
コ
・
カ
ン
ダ
事
務
所

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
12
回	

堀
部
明
里
バ
レ
エ
研
究
所	

発
表
会

◎
7
／
15（
日
） 

15

：

30	

埼
玉
会
館 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
6
6
6
）2
2
0
3	

堀
部
明
里

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

フ
ジ
サ
ト
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
第
54
回
発
表
会

◎
7
／
21（
土
） 

15

：

00

練
馬
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

☎
0
3（
3
9
9
5
）2
2
1
8	

藤
里
照
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
28
回	

大
岩
静
江
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

◎
7
／
22（
日
） 	

川
口
リ
リ
ア
メ
イ
ン
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
2
8
3
）9
5
8
7	

大
岩
静
江

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

文
月
玲
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ	

第
13
回
発
表
会

◎
9
／
2（
日
） 

16

：

00	

熊
谷
会
館	

☎
0
4
8（
5
2
7
）5
4
4
5	

文
月　

玲

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
14
回	

ア
キ
オ
キ
ム
ラ・遠
藤
彩
子

ダ
ン
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
コ
ン
サ
ー
ト

◎
9
／
8（
土
） 

14

：

00

	

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

小
ホ
ー
ル	

☎
0
4
8（
7
0
9
）7
1
8
0	

ア
キ
オ
キ
ム
ラ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
本
教
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
第
20
回
発
表
会

◎
9
／
8（
土
） 

17

：

00	

《
有
料
》

	

さ
い
た
ま
市
文
化
セ
ン
タ
ー 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
5
2
）3
5
1
7	

山
本
教
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

（
公
社
）日
本
バ
レ
エ
協
会	

関
東
支
部
埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク

第
25
回
バ
レ
エ
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー 

《
有
料
》

◎
9
／
23（
日
）	

埼
玉
会
館 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
8
8
6
）6
4
2
0	

埼
玉
ブ
ロ
ッ
ク
支
部 

川
上
正
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

第
48
回	

井
上
美
代
子
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ
発
表
会

◎
10
／
6（
土
） 

15

：

00

	

越
谷
サ
ン
シ
テ
ィ 

大
ホ
ー
ル

☎
0
4
8（
9
3
1
）2
3
7
4	

井
上
美
代
子

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

「
光
の
射
す
方
へ
」　　

  

若
野
信
子

　

こ
の
度
の「
光
の
射
す
方
へ
」と
い

う
作
品
は
、
東
日
本
大
震
災
の
衝

撃
か
ら
生
ま
れ
た
作
品
で
す
。
当

事
者
で
は
な
い
私
に
は
想
像
も
つ

か
な
い
、深
い
悲
し
み
や
憤
り
や
戸

惑
い
や
様
々
な
思
い
が
被
災
さ
れ

た
方
々
に
は
あ
る
と
思
い
ま
す
し
、

１
年
あ
ま
り
が
経
過
し
て
も
、そ
の

思
い
が
癒
や
さ
れ
る
こ
と
は
大
変

難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。ま
だ

ま
だ
復
興
へ
の
兆
し
が
見
え
な
い

状
況
で
、
私
自
身
の
無
力
さ
を
痛

感
し
つ
つ
も
、そ
れ
で
も
何
か
出
来

な
い
か
と
考
え
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
機
会
を
い
た
だ
い
て
、私
な

り
に
復
興
へ
の
祈
り
と
一
緒
に
前
進

し
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
を
込
め

て
、こ
の
作
品
を
創
り
ま
し
た
。独

り
善
が
り
な
作
品
と
も
い
え
ま
す

が
、発
表
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

出
来
て
大
変
あ
り
が
た
く
感
じ
て

お
り
ま
す
。そ
し
て
、ご
協
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
の
皆
様
、
埼

玉
県
舞
踊
協
会
の
皆
様
、
彩
の
国

芸
術
劇
場
の
皆
様
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。今
後
も
一
緒
に
前
進

し
て
い
く
と
い
う
思
い
を
も
っ
て
進

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「STR
IN

G
S

」
を
振
り
付
け
さ
せ

て
い
た
だ
い
て

ア
キ
オ
キ
ム
ラ

　

埼
玉
県
在
住
の
ギ
タ
リ
ス
ト

１
０
０
人
が
集
合
し
、嵐
の
よ
う
な

不
協
和
音
を
か
き
鳴
ら
す
中
、
50

人
の
埼
玉
っ
子
ダ
ン
サ
ー
が
砕
け

散
る
波
の
か
た
ま
り
に
な
っ
て
、行

き
場
の
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ま
き

散
ら
す
。

こ
ん
な
ダ
ン
ス
を
作
り
た
い
と
当

初
考
え
ま
し
た
が
、結
果
は
オ
ー
ソ

ド
ッ
ク
ス
な
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
に
落
ち

着
き
ま
し
た
。ギ
タ
リ
ス
ト
１
０
０

人
分
の
音
楽
を
神
奈
川
の
杉
原
と

も
じ
氏
が
ひ
と
り
で
作
曲
、演
奏
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。そ
し
て
、ダ

ン
サ
ー
皆
さ
ん
の
集
中
力
が
ダ
ン

ス
を
作
り
ま
し
た

「
パ
キ
ー
タ
」の
舞
台
を
終
え
て

マ
シ
モ・ア
ク
リ

　

こ
の
度
は
、「
パ
キ
ー
タ
」振
り
付

け
の
機
会
を
い
た
だ
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ダ
ン
ス
セ
ッ
シ
ョ
ン
実
行
委
員
の
皆

様
、ス
テ
ー
ジ
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

そ
し
て
出
演
者
の
皆
様
の
お
陰
で

無
事
に
舞
台
を
終
え
る
こ
と
が
で

き
、心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
前
半
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
踊
り
を
加
え
、よ
り
一
層
華
や
か

な
雰
囲
気
の
演
出
と
し
ま
し
た
。そ

し
て
コ
ー
ル
ド
を
揃
え
る
こ
と
、音

の
取
り
方
な
ど
、何
度
も
リ
ハ
ー
サ

ル
を
重
ね
て
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。

主
役
の
齋
藤
未
歩
と
ブ
ー
ベ
ル
両

氏
、そ
し
て
パ
・
ド
・
ト
ロ
ワ
の
3
名

も
し
っ
か
り
と
ソ
リ
ス
ト
の
役
割
を

果
た
し
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
ス
タ
ジ
オ
か
ら
集

ま
っ
た
出
演
者
で
し
た
が
、皆
一
生

懸
命
頑
張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。こ
の

経
験
が
、
今
後
皆
様
の
成
長
に
役

立
つ
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
舞
台
を
ご
覧
に
な
っ
た

客
席
の
皆
様
が
、ひ
と
と
き
の
夢
の

舞
台
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
な

ら
幸
い
で
す
。私
自
身
も
、ま
た
よ

り
一
層
素
敵
な
舞
台
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

埼
玉
県
舞
踊
協
会
創
立
45
周
年
記
念
２
０
１
２

伸
び
ゆ
く
彩
の
国
さ
い
た
ま
の
子
供
達
に
よ
る

「
第
45
回
バ
レ
エ
・
モ
ダ
ン
ダ
ン
ス
・

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

作
品
の
テ
ー
マ
が
明
解

　

２
日
と
も
多
彩
だ
っ
た

寺
村　

敏

　

中
村
友
美
・
上
田
仁
美
モ
ダ
ン

バ
レ
エ『
時
空
を
超
え
た
ラ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
』
で
開
幕
。ス
カ
イ
ツ
リ
ー

の
映
像
を
バ
ッ
ク
に
元
気
な
群
舞
か

ら
後
半
は
情
感
の
あ
る
踊
り
。「
希

望
・
未
来
」と
い
う
テ
ー
マ
を
浮
か
び

上
が
ら
せ
た
☆
藤
井
舞
踊
研
究
所

（
上
原
尚
美
・
藤
井
香
）『
春
の
海
終
日

の
た
り
の
た
り
哉
』
は
キ
ー
ボ
ー
ド

演
奏
と
ダ
ン
ス
が
歌
い
上
げ
た
☆
山

路
瑠
美
子
バ
レ
エ
研
究
所
新
座
教

室『
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
』は
妖
精
た
ち
の

舞
い
を
さ
わ
や
か
に
幻
想
的
に
見
せ

る
☆
す
ず
き
さ
よ
こ
モ
ダ
ン
バ
レ
エ

教
室『
み
す
ヾ
さ
ん
の
詩
に
よ
せ
て
』

は
金
子
み
す
ヾ
の
六
編
の
詩
を
基
に

構
成
。手
を
つ
な
ぐ
場
面
が「
絆
」を

思
わ
せ「
み
ん
な
違
っ
て
み
ん
な
い

い
」と
い
う
朗
読
が
心
に
残
っ
た
。

　

マ
ヤ
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ（
原
島
マ

ヤ
）『
幸
せ
…
名
も
な
い
一
日
』
は
白

い
乙
女
・
白
い
少
女
た
ち
が
鳥
の
声

を
聴
き
な
が
ら
ゆ
る
や
か
に
ゆ
っ
た

り
と
踊
る
。
春
・
希
望
を
感
じ
さ
せ

た
。動
き
に「
う
ね
り
」
が
ほ
し
い
と

も
思
っ
た
が
…
☆
山
本
教
子
バ
レ

エ
ス
タ
ジ
オ『
音
あ
そ
び
』は
お
し
ゃ

れ
な
衣
装
の
20
人
が
淡
々
と
動
く
。

「
躍
動
感
」を
抑
え
た
振
付
だ
っ
た
☆

吉
田
久
木
子
モ
ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所

『
天
空
の
神
殿
』は
神
話
の
世
界
を
思

わ
せ
る
。純
白
の
神
殿
を
背
に
天
使
、

幼
神
、少
女
た
ち
が
触
れ
合
い
な
が

ら
踊
る
。エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
不
思
議

な
作
品
で
あ
っ
た
☆
窪
内
絹
子
モ

ダ
ン
バ
レ
エ
研
究
所『
日
本　

よ
い

と
こ
、ヨ
イ
ヨ
イ
ヨ
イ
！
』は
赤・青・

緑
な
ど
カ
ラ
フ
ル
な
ハ
ッ
ピ
姿
の
少

女
た
ち
が
元
気
い
っ
ぱ
い
踊
る
。「
心

を
ひ
と
つ
に
明
る
く
生
き
よ
う
」
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
明
快
に
伝
わ
っ

た
　

２
日
目
は
井
上
美
代
子
バ
レ
エ

ス
タ
ジ
オ『Rag tim

e
』
で
開
幕
。

G
・
バ
ラ
ン
シ
ン
作
品
を
思
わ
せ
る

お
し
ゃ
れ
な
衣
装
で
に
ぎ
や
か
な

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
だ
っ
た
☆
和
加
枝

舞
踊
研
究
所（
小
林
和
加
枝
）『
落
ち

葉
絨
毯
に
風
が
吹
く
』は
茜
色
の
光

の
な
か
、落
葉
を
思
わ
せ
る〝
黄
色

の
世
界
〟
を
創
生
。遊
び
心
が
感
じ

ら
れ
た
。☆
谷
乃
梨
絵
モ
ダ
ン
ダ
ン

ス
ス
タ
ジ
オ『
天
空
の
楽
園
』は
奇
想

天
外
な
発
想
。
姫
が
幕
ら
す
ア
ラ
ビ

ア
の
お
城
を
悪
魔
軍
団
が
襲
っ
て
天

使
像
を
奪
い
、こ
れ
を
幼
天
使
た
ち

が
奪
還
す
る
…　

幻
想
的
で
か
わ

い
ら
し
い
作
品
だ
っ
た
☆
ブ
ラ
ッ
サ

ム（
白
石
喜
久
枝
）『
星
か
ら
ま
い
お

り
た
王
子
様
』
は「
星
の
王
子
さ
ま
」

を
主
人
公
に
豊
か
な
発
想
で
新
し
い

童
話
を
創
り
上
げ
た
。

　

H
AG

A

バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー（
芳

賀
の
ぞ
み
）『
古
き
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ポ

ル
カ
』
は
純
白
の
チ
ュ
チ
ュ
が
上
品

で
明
る
い
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
様
式
を

き
ち
ん
と
守
り
、す
が
す
が
し
い
仕

上
が
り
だ
っ
た
☆
細
川
初
枝
モ
ダ
ン

バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ　

は
３
作
品
を
上

演
。
巫
女
・
女
神
…　

乙
女
た
ち
…

　

次
々
と
登
場
し
て「
祭
り
」「
神
事
」

を
思
わ
せ
る
踊
り
を
披
露
す
る
。
多

彩
で
元
気
で
あ
っ
た
☆
穴
水
か
お

り
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ『
秋
へ
の
シ
ン

フ
ォ
ニ
ー
』
は
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰

囲
気
が
い
い
。
力
強
い
ソ
リ
ス
ト
２

人
を
含
め
て
折
目
正
し
く
踊
っ
て
い

た
。
今
ひ
と
つ
抑
揚
が
あ
れ
ば
深
み

が
生
ま
れ
よ
う
☆
川
名
今
朝
美
モ

ダ
ン
バ
レ
エ
ス
タ
ジ
オ『
花
祭
り
―

神
様
の
通
り
道
―
』は「
古
事
記
」を

思
わ
せ
る
作
品
。
幼
神
、少
女
神
た

ち
が
作
っ
た
道
を
通
っ
て
女
神
が
祭

壇
へ
ー
笛
の
音
に
乗
っ
て
、く
る
く

る
ふ
わ
り
…　

明
る
く
お
ご
そ
か
に

舞
う
。異
色
作
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
が
創
立
45
周
年
・
第
45
回
記

念
開
催
で
あ
る
。希
望・の
ど
か・春・

元
気
・
さ
わ
や
か
・
不
思
議
・
幻
想
感

な
ど
個
々
の
作
品
は
明
解
な
テ
ー
マ

を
持
ち
、子
供
た
ち
は
全
力
で
踊
っ

て
い
た
。
観
客
を
飽
き
さ
せ
な
い
多

彩
な
公
演
で
あ
っ
た
。

第
26
回　

国
民
文
化
祭

京
都
２
０
１
１
に
出
品
し
て新

野
正
代

　

日
本
文
化
の
殿
堂
の
最
た
る

京
都
で
の
開
催
と
あ
っ
て
、一
段

と
盛
り
沢
山
の
催
事
の
模
様
で

し
た
。そ
ん
な
中
で「
安
宅
関
」を

出
す
に
当
り
緊
張
し
ま
し
た
が
、

結
果
は
表
裏
共
に
温
厚
に
受
け

入
れ
ら
れ
安
堵
し
ま
し
た
。
但
し

主
催
県
が
誇
る
斬
新
な
舞
台
機

構
を
活
用
す
る
に
は
、資
料
に
頼

ら
ず
現
地
下
見
の
上
で
の
構
成

演
出
が
理
想
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

22
年
遡
る
第
4
回
埼
玉
で
の
開

催
を
振
り
返
り
、当
事
者
は
気
負

い
も
有
り
余
裕
が
無
く
、外
か
ら

は
ど
う
映
っ
た
か
と
今
更
な
が

ら
想
い
ま
し
た
。

☆
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

・ 「
文
化
と
も
し
び
賞
」  

上
原  

尚
美

・ 「
埼
玉
グ
ロ
ー
バ
ル
賞
」

ア
ク
リ・
堀
本
バ
レ
エ
ア
カ
デ
ミ
ー

ア
ク
リ
・
堀
本

バ
レ
エ
ア
カ
デ

ミ
ー
は
同
時
に

「
埼
玉
親
善
大

使
」
に
な
り
ま
し

た
。
埼
玉
県
と
世

界
の
国
々
と
の

架
け
橋
と
し
て
、

友
好
関
係
の
推

進
と
様
々
な
交

流
の
機
会
に
埼

玉
県
の
Ｐ
Ｒ
を

す
る
為
の
仕
事

で
す
。

◎
第
46
回
埼
玉
県
舞
踊
協
会
総
会
を
開
催

し
ま
す
。

さ
い
た
ま
市
民
会
館
う
ら
わ
１
０
１
集
会
室

６
／
17（
日
） 

18
：
00
～
19
：
15

◎
編
集
後
記

協
会
、
45
周
年
を
迎
え
、新
し
い
若
い
方
々

に
協
力
を
願
い
、多
く
の
方
に
ダ
ン
ス
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

人
と
の
輪
を
大
切
に
…
。広報

部  

笠
原
千
珂
子

山
本
教
子

第４５回 バレエ・モダンダンス フェスティバル
川口リリアメインホール　Aプログラム 3月3日（土）・Bプログラム3月4日（日）

Photo : STAFF TES

彩の国さいたま芸術劇場での競演　バレエ・モダンダンスの会
平成24年度

第39回ステージⅠ
舞踊県さいたまを目指した創造性豊かでフレッシュな舞台空間にご期待ください。

次代のすぐれた舞踊家育成を目指した研究発表

参 加 者 募 集 ! !
35作品前後、3分〜7分位までの作品
会　場／彩の国さいたま芸術劇場小ホール
月　日／2012年9月29日（土）・30日（日）

入場料／1,995円
お問合せ／048-882-7530（協会事務所）

「光の射す方へ」海外招聘作品「王子ホドン」

ホドン王子
イ・ドンフン

ナクラン王女
イ・ウンウォン

撮影／スタッフ・テス㈱
中岡 良敬・中居 央

「STRINGS」

「パキータ」

埼玉県民芸術文化祭 2012 参加

     埼玉全国舞踊コンクール 2012
《会場》さいたま市文化センター   大ホール・小ホール（入場無料）

  《日時》2012 年 7 月 22日（日）〜29 日（日）
《主催》埼玉県舞踊協会　《共催》（財）さいたま市文化振興事業団

第45回

期日 大ホール 小ホール

7/22（日） クラシックバレエ 2部 予選 モダンダンス 1部 予選
24（火） クラシックバレエ 2部 予選 クラシックバレエ 1部 予選
25（水） クラシックバレエ 2部 決選 モダンダンス ジュニア部 予選
26（木） クラシックバレエ ジュニア部 予選 モダンダンス ジュニア部 決選
27（金） クラシックバレエ ジュニア部 予選 モダンダンス 2部 予選
28（土） クラシックバレエ ジュニア部 決選 モダンダンス 2部 決選

29（日）
クラシックバレエ 1部 決選 モダンダンス 1部 決選

表彰式

コンクールへの参加はホームページからのみ受付いたします
【埼玉県舞踊協会ホームページ】

http://www.saitamaken-buyoukyokai. jp
※注意事項をよく見てお間違えのないようお申し込み下さい。

沢山の方々のご参加お待ち申し上げております。
※コンクール申し込み締切日を延長、5月11日〜5月31日迄といたします。

評

「安宅関」


